
全
７
巻
・
別
冊
２
〔
全
Ⅲ
期
〕

体　
裁
＝
Ａ
４
判（
４
面
付
）・
上
製
・
総
３
、２
５
４
頁

揃
定
価
＝
本
体
１
９
４
、０
０
０
円
＋
税

刊　
行
＝
２
０
１
３
年
11
月
～
２
０
１
５
年
９
月

第
６
巻
・
第
７
巻
・
別
冊
１

体
　
裁
＝
Ａ
４
判（
４
面
付
）・
上
製
・
総
９
８
６
頁

別
　
冊
＝
第
Ⅲ
期
解
説
・
総
索
引

揃
定
価
＝
本
体
５
６
、０
０
０
円
＋
税

刊
　
行
＝
２
０
１
５
年
９
月

明
治
時
代
の
漢
文
教
育
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
─
─
。

漢
文
学
研
究
、
教
育
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
明
治
期
を

分
析
で
き
る
希
少
資
料
を
編
集
復
刻
！

石
川
忠
久
・
鈴
木
貞
美
・
辻
本
雅
史
　

推
薦

二
松
学
舎
大
学
教
授

加
藤
国
安
　

編
・
解
説

不二出版
〔編集復刻版〕

明
治
漢
文
教
科
書
集
成

明
治
漢
文
教
科
書
集
成

第
Ⅲ
期　
多
様
な
漢
文
教
科
書
編

全
Ⅲ
期
完
結
！



推薦します

　

こ
の
た
び
不
二
出
版
よ
り
、『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
が
刊
行
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。
名
古
屋
大
学
加
藤
国
安
教
授
の
解
題
に
よ
る
労
作
と
の
こ

と
。
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
喜
び
に
堪
え
な
い
。

　

思
う
に
、
日
本
文
化
の
〝
土
台
〞
を
築
い
た
漢
文
、
学
校
教
育
で
は
「
英

数
国
漢
」
と
称
さ
れ
四
大
教
科
の
一
を
占
め
た
漢
文
科
が
、
な
ぜ
現
状
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
の
よ
う
に
、
戦
中
戦
後
の
激
変
を
体
験
し
、
そ
の
後
の
推
移
を
目
の
当

り
に
見
て
来
た
者
に
と
っ
て
、
現
状
を
前
に
、
ま
こ
と
に
感
慨
無
き
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
圧
も
あ
っ
た
。
要
路
の
無
定
見
も
あ
っ
た
。
迎
合

も
あ
っ
た
。
マ
ス
教
育
よ
り
の
必
要
性
も
あ
っ
た
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
考
え
た
時
、
漢
文
・
漢
文
科
自
身
に
内
在

す
る
種
々
の
問
題
に
思
い
至
る
。
こ
れ
を
追
究
す
る
こ
と
無
し
に
、〝
展
望
〞

は
開
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
事
の
始
ま
り
の
「
明
治
の
初

め
」
に
目
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

折
し
も
昨
秋
、
十
一
月
一
日
を
、
新
た
に
「
古
典
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
、

国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。『
源
氏
物
語
』
千
年
、
が
契
機
と
な

っ
た
よ
う
だ
が
、千
年
経
っ
て
何
か
大
き
な
胎
動
が
始
ま
っ
た
の
か
。
今
や
、

後
向
き
の
感
慨
に
耽
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。

　

こ
の
企
画
は
、
第
Ⅰ
期
「
初
学
漢
文
教
科
書
編
」
に
引
き
続
き
、
第
Ⅱ
期

「
中
等
漢
文
教
科
書
編
」、
第
Ⅲ
期
「
多
様
な
漢
文
教
科
書
編
」
と
、
続
々
刊

行
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
。
漢
文
教
育
に
携
わ
る
人
は
も
と
よ
り
、
広
く
こ

れ
か
ら
の
漢
文
に
関
心
を
抱
く
人
士
の
書
架
に
、
必
ず
備
え
る
べ
き
も
の
と

な
ろ
う
。

　

編
者
の
加
藤
国
安
君
は
、
中
国
の
古
典
の
み
な
ら
ず
、
日
本
漢
文
学
の
分

野
に
も
広
く
目
を
配
り
、
数
々
の
研
究
成
果
を
世
に
問
う
て
き
た
。
現
代
随

一
の
気
鋭
の
学
者
で
あ
る
。
こ
の
度
の
加
藤
君
の
壮
挙
に
心
か
ら
の
拍
手
を

贈
り
た
い
。

時
宜
を
得
た
壮
挙

石
川　
忠
久
日
本
中
国
学
会
顧
問
・
全
国
漢
文
教
育
学
会
会
長
・

二
松
学
舎
大
学
名
誉
教
授

　

日
本
で
は
古
来
よ
り
大
陸
と
海
で
隔
て
ら
れ
な
が
ら
も
、
先
人

た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
ほ
ど
よ
い
距
離
感
を
保
ち
つ
つ
大
陸
の
文

化
を
吸
収
消
化
し
、
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
日
本
文

化
史
を
通
覧
す
る
と
き
、東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
を
抜
き
に
し
て
は
、

古
今
和
歌
集
か
ら
源
氏
物
語
、
枕
草
子
、
五
山
文
学
、
江
戸
の
学

問
、
そ
し
て
松
尾
芭
蕉
、
与
謝
蕪
村
等
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
が
形
骸
化
し
て
し
ま
う
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
な

か
で
、
東
洋
文
化
は
西
洋
文
化
と
大
き
く
せ
め
ぎ
合
う
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
は
漢
文
と
、
そ
の
教
育
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
洋
学
全
盛
の
気
運
の
中
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
漢
文
文
化

を
ど
の
よ
う
に
継
承
、
活
用
し
て
い
く
べ
き
か
、
知
恵
や
明
察
が

求
め
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る
漢
文
教
育
が
は
た
し
て
ど
の

よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
。
本
集
成
は
明
治
期
に
刊
行
さ
れ

た
漢
文
教
科
書
を
年
代
で
三
期
に
分
け
た
。
儒
教
主
義
の
復
古
か

ら
教
科
書
検
定
が
始
ま
る
ま
で
の
期
間
を
第
Ⅰ
期
「
初
学
漢
文
教

科
書
編
」（
収
録
資
料　
明
治
一
〇
〜
二
〇
年
刊
）、
日
本
の
漢
文
教

育
史
上
も
っ
と
も
内
容
的
に
充
実
し
た
国
民
教
育
が
実
施
さ
れ
た
、

教
科
書
検
定
下
の
第
Ⅱ
期
「
中
等
漢
文
教
科
書
編
」（
同
明
治
二
四

〜
三
四
）、
国
語
調
査
委
員
会
発
足
後
の
第
Ⅲ
期
「
多
様
な
漢
文

教
科
書
編
」（
同
明
治
三
二
〜
四
四
）
と
位
置
付
け
復
刻
す
る
。

　

本
集
成
が
近
代
日
本
教
育
史
に
お
け
る
漢
文
の
苦
闘
と
変
遷
を

実
見
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
資
料
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る

が
、
国
内
外
か
ら
幅
広
く
収
集
さ
れ
た
作
品
群
は
東
ア
ジ
ア
漢
文

傑
作
選
と
し
て
も
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

漢
文
学
研
究
、
教
育
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
明
治
期
を

分
析
す
る
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
い
。 

（
不
二
出
版
）

復刻の辞
⎛⎝

⎛ ⎝



推薦します

　

古
来
わ
が
先
人
た
ち
の
知
の
資
源
は
大
陸
か
ら
の
漢
籍
で
あ
っ
た
。
読
め
な
い
漢
籍

を
い
か
に
読
む
か
、
こ
の
苦
闘
に
み
ち
た
知
の
営
み
は
近
代
ま
で
基
本
的
に
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
漢
文
は
日
本
に
お
け
る
「
知
的
言
語
」
と
し
て
機
能
し
た
。
や
が
て
日
本
語

を
表
記
す
る
仮
名
が
生
ま
れ
漢
文
を
日
本
語
文
法
で
読
み
下
す
訓
読
法
も
開
発
さ
れ
た
。

　

近
世
に
は
「
素
読
」
と
い
う
漢
文
学
習
法
が
採
ら
れ
た
。
子
ど
も
期
、古
典
漢
文
（
経

書
）
を
声
に
出
し
て
繰
り
返
し
訓
読
し
、
暗
誦
に
至
る
。
漢
籍
を
丸
ご
と
身
体
に
埋
め

込
む
意
味
で
、私
は
素
読
を
「
テ
キ
ス
ト
の
身
体
化
」
と
よ
ぶ
。
経
書
は
聖
人
の
言
語
。

身
体
化
さ
れ
た
言
語
は
自
己
の
言
語
と
化
し
て
自
在
に
活
用
で
き
る
。
知
識
人
は
、
聖

人
の
漢
文
言
語
で
思
考
し
高
度
な
知
的
活
動
を
な
し
た
。漢
文
は
思
考
の
型
を
構
成
し
、

自
己
表
現
も
漢
詩
漢
文
で
な
さ
れ
た
。

　

欧
米
近
代
の
学
知
の
受
容
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
洋
学
の
担
い
手
は
漢
文
知
識
人

で
あ
っ
た
。
洋
書
の
多
く
は
漢
訳
で
受
容
さ
れ
、
朱
子
学
は
洋
学
受
容
の
主
体
の
思
想

で
あ
っ
た
。
中
江
兆
民
に
よ
る
ル
ソ
ー
「
社
会
契
約
論
」
の
翻
訳
も
漢
文
で
な
さ
れ
た
。

近
代
学
知
の
翻
訳
語
は
す
べ
て
漢
語
で
、
そ
の
多
く
が
漢
字
圏
で
今
に
定
着
し
て
い
る
。

　

思
え
ば
漢
文
は
わ
が
先
人
た
ち
の
学
問
・
思
想
・
文
学
の
基
礎
言
語
で
あ
っ
た
。
仮

名
文
学
や
国
学
も
漢
文
知
へ
の
対
抗
運
動
で
あ
っ
た
と
思
え
ば
、
漢
文
は
日
本
の
知
の

歴
史
の
う
ち
に
刻
み
込
ま
れ
血
肉
化
し
て
い
る
。

　

古
来
、
漢
文
習
得
用
テ
キ
ス
ト
は
編
ま
れ
続
け
て
き
た
。
た
だ
近
世
ま
で
は
せ
い
ぜ

い
村
落
指
導
者
層
止
ま
り
で
、
大
衆
に
ま
で
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
近
代
は

教
育
を
大
衆
に
開
放
し
、
漢
文
科
が
学
校
の
教
科
と
な
り
、
漢
文
学
習
が
初
め
て
大
衆

化
し
た
。
漢
文
は
旧
時
代
の
遺
物
な
ど
で
は
な
く
、
近
代
が
始
動
す
る
母
体
と
な
っ
た

教
養
知
で
あ
る
。
教
科
書
は
時
代
が
求
め
る
知
を
映
し
出
す
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
変
遷
は

時
代
の
知
の
葛
藤
空
間
で
も
あ
る
。

　

今
回
、
主
要
な
明
治
漢
文
教
科
書
の
原
文
が
、
加
藤
国
安
教
授
の
懇
切
な
解
説
付
き

で
刊
行
さ
れ
る
。
近
代
始
動
期
の
知
の
静
か
な
る
闘
争
空
間
の
現
場
が
身
近
に
や
っ
て

く
る
。
私
は
そ
う
し
た
期
待
を
も
っ
て
、
今
回
の
企
画
を
喜
び
た
い
。

不
二
出
版
『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
の
刊
行
を
喜
ぶ

辻
本　
雅
史
（
国
立
台
湾
大
学
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

名
古
屋
大
学
の
加
藤
国
安
教
授
の
御
尽
力
に
よ
り
、
明
治
期
漢
文
教
科
書

の
変
遷
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
の
文
学
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
実

に
あ
り
が
た
い
。

　

わ
た
し
が
「
文
学
」
を
中
心
に
、
学
芸
の
基
礎
概
念
の
構
成
と
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
制
度
の
近
代
化
過
程
の
解
明
に
取
り
組
み
は
じ

め
て
二
〇
年
以
上
に
な
る
。
徳
川
幕
藩
体
制
下
に
培
わ
れ
て
き
た
も
の
が
西

洋
的
な
も
の
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
は
洋
学
派
、
漢
学

派
、
皇
学
派
の
三
つ
巴
、
次
第
に
欧
化
主
義
と
伝
統
主
義
と
の
せ
め
ぎ
あ
い

に
移
り
、
研
究
教
育
制
度
全
般
が
各
省
庁
か
ら
文
部
省
に
移
管
し
、
二
〇
世

紀
に
入
る
あ
た
り
で
、
日
本
独
自
の
編
制
が
一
応
ま
と
ま
る
が
、
そ
れ
も
ま

た
組
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
見
渡
し
ら
し
い
。

　

だ
が
、
欧
化
主
義
に
も
伝
統
主
義
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
個
人
の
立
場
も

変
化
す
る
。
実
に
錯
雑
と
し
た
様
相
を
呈
す
る
。
と
い
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
概
念
の
導
入
は
、
ま
ず
中
国
南
部
で
朱
子
学
の
体
系
で
受
け
と
め
ら
れ
、

翻
訳
さ
れ
た
漢
語
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
。
清
朝
中
国
と
の
ち
が
い
は
、神
道
、

仏
教
系
が
併
存
し
、
知
識
層
が
士
族
だ
っ
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
陽
明

学
派
も
、「
陽
明
学
左
派
」
も
、
古
文
辞
学
派
も
並
び
立
っ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
思
想
を
そ
れ
な
り
に
咀
嚼
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

さ
ら
に
明
治
一
〇
年
代
に
、若
い
知
識
層
に
和
漢
の
古
典
ブ
ー
ム
が
興
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
民
文
化
の
形
成
期
に
、
漢
文
教
科
書
の
低
学
年
用
に
は
日
本

人
の
記
し
た
漢
文
の
採
用
が
多
く
な
る
と
聞
く
。
日
本
の
漢
学
は
、
朱
子
、

王
陽
明
の
両
学
と
も
に
体
系
性
を
解
か
れ
、
語
学
教
育
へ
の
傾
斜
を
強
め
る

と
と
も
に
、
皇
室
へ
の
「
忠
」
を
柱
に
し
た
日
本
的
儒
学
へ
と
再
編
さ
れ
て

ゆ
く
の
で
は
な
い
か
。『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
は
、
明
治
期
を
通
し
て
、

ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
と
こ
ろ
の
多
い
漢
学
の
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。

『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
に
期
待
す
る

鈴
木　
貞
美
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）

※
推
薦
文
は
第
Ⅰ
期
刊
行
時（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）の
も
の
を
再
掲
し
て
い
ま
す
。



◆
「
第
Ⅰ
期　
初
学
漢
文
教
科
書
編
」

復
刻
版

巻
　
数
　
書
名

　
編
者

原
　
　
本

巻（
冊
）数

　
発
行

第１巻

①
小
学
文
範

亀
谷
省
軒

２

明
治
10
年

②
初
学
文
編

竹
内　

貞

３

明
治
12
年

③
小
学
中
等
読
本 

漢
文

木
沢
成
粛

３

明
治
14
・
17
年

④
鼇
頭
評
点 

上
等
小
学
漢
文
軌
範
小
川
伊
典

２

明
治
14
年

⑤
小
学
新
編

岡
本
監
輔

３

明
治
15
年

⑥
初
学
文
編

鈴
木
重
義

３

明
治
15
～
16
年

第２巻

⑦
小
学
中
等
科
読
本

笠
間
益
三

３

明
治
16
年

⑧
小
学
漢
文
読
本 

中
等
科

阿
部
弘
蔵

３

明
治
16
年

⑨
小
学
漢
文
読
本

稲
垣
千
頴

３

明
治
17
年

⑩
高
等
小
学
漢
文
軌
範

太
田
武
和

２

明
治
20
年

⑪
初
学
文
章
軌
範

三
島
中
洲

３

明
治
20
年

◆
「
第
Ⅱ
期　
中
等
漢
文
教
科
書
編
」

第３巻

①
新
撰
漢
文
読
本

中
根　

淑

２

明
治
24
年

②
標
註
漢
文
教
科
書

深
井
鑑
一
郎
・

堀
捨
二
郎

4

明
治
24
～
25
年

③
中
等
教
育
漢
文
軌
範

石
川
鴻
斎

３

明
治
26
年

④
中
学
漢
文
読
本

秋
山
四
郎

１０

明
治
27
～
29
年

『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
収
録
資
料
一
覧

第４巻

⑤
中
等
教
科
漢
文
読
本

宮
本
正
貫

１０

明
治
30
～
31
年

⑥
撰
定
中
学
漢
文

深
井
鑑
一
郎

１０

明
治
30
～
31
年

第５巻

⑦
第
一
訂
正
中
学
漢
文
読
本

秋
山
四
郎

１０

明
治
34
年

⑧
中
等
漢
文
読
本

国
語
漢
文
研
究
会

１０

明
治
34
年

◆
「
第
Ⅲ
期　
多
様
な
漢
文
教
科
書
編
」

第６巻

①
初
等
漢
文
読
本

簡
野
道
明

4

明
治
32
年

②
高
等
女
子
漢
文
読
本

簡
野
道
明

4

明
治
33
～
36
年

③
新
撰
女
子
漢
文
読
本

南
摩
綱
紀

3

明
治
35
年

④
漢
文
教
科
書

秋
山
四
郎

5

明
治
34
～
35
年

第７巻

⑤
新
編
漢
文
教
科
書

国
語
漢
文
研
究
会

5

明
治
38
年

⑥
中
学
漢
文
読
本

市
村
瓚
次
郎

5

明
治
42
年

⑦
新
編
漢
文
読
本

簡
野
道
明

5

明
治
44
年

Ⅰ−⑩高等小学漢文軌範



内容見本

Ⅲ−⑦新編漢文読本

Ⅰ−⑥初学文編

Ⅰ−⑨小学漢文読本

Ⅱ-⑧中等漢文読本
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表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別
。

不
二
出
版

〒
１
１
３・
０
０
２
３

東
京
都
文
京
区
向
丘
１・
２・
１
２

電
話
０
３・
３
８
１
２・
４
４
３
３

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３・
３
８
１
２・
４
４
６
４

振
替
０
０
１
６
０・
２・
９
４
０
８
４

2015/9

全
７
巻
・
別
冊
２〔
全
Ⅲ
期
〕

体
　
　
裁　

Ａ
４
判（
４
面
付
）・
上
製
・
総
３
、２
５
４
頁

揃
　

定
　

価　

本
体
１
９
４
、０
０
０
円
＋
税

編・解
説　

加
藤
国
安（
二
松
学
舎
大
学
教
授
）

推
　
　
薦　

石
川
忠
久
・
鈴
木
貞
美
・
辻
本
雅
史

第
１
巻
・
第
２
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　
本
体
５
４
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
４
８
７

−

０

２
０
１
３
年
11
月
刊
行

別
冊
＝
第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期　
解
説

（
分
売
可　

本
体
２
、３
０
０
円
＋
税
）

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
４
９
１

−
７

第
３
巻
～
第
５
巻

揃
定
価　
本
体
８
４
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−
８
３
５
０

−

７
６
１
５

−

７

２
０
１
４
年
６
月
刊
行

第
６
巻
・
第
７
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　
本
体
５
６
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
７
８
９

−

５

２
０
１
５
年
９
月
刊
行

別
冊
＝
第
Ⅲ
期
解
説
・
総
索
引

（
分
売
可　

本
体
３
、０
０
０
円
＋
税
）

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
７
９
３

−

２

◉関連図書のご案内◉
　

六
角
恒
廣 

編
・
解
題

◆
中
国
語
教
本
類
集
成

・
第
Ⅰ
期
（
第
１
集
～
第
５
集
）
全
20
巻

　

体　

裁
＝
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
９
、２
３
８
頁

　

揃
定
価
＝
本
体
４
２
５
、０
０
０
円
＋
税

明
治
初
年
以
降
、
日
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
教
科
書
・

辞
典
・
文
法
書
等
を
編
集
復
刻
。

・
第
Ⅱ
期
（
第
６
集
～
第
10
集
）
全
15
巻

　

体　

裁
＝
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
６
、０
１
２
頁

　

揃
定
価
＝
本
体
３
０
０
、０
０
０
円
＋
税

戦
争
語
学
と
ま
で
言
わ
れ
た
中
国
戦
時
期
の
会
話
書
を
は
じ
め
、
昭
和
期
の
新
し

い
傾
向
を
示
す
小
説
や
語
法
書
、
講
義
録
、
学
習
誌
等
を
収
録
。

・
補
集　

全
５
巻

　

体　

裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
１
、５
２
２
頁

　

揃
定
価
＝
本
体
９
０
、０
０
０
円
＋
税

江
戸
時
代
唐
話
篇
と
し
て
、
特
に
享
保
期
に
刊
行
さ
れ
た
、
主
と
し
て
岡
島
冠
山

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
教
本
を
収
録
。

　

六
角
恒
廣 

編
・
解
題

◆
中
国
語
辞
典
集
成　
全
16
巻

　

推　

薦
＝
波
多
野
太
郎

　

体　

裁
＝
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
５
、５
０
３
頁

　

揃
定
価
＝
本
体
３
８
４
、０
０
０
円
＋
税

明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
中
国
語
学
習
に
使
用
さ
れ
た
中
国
語
、
時
文
、
会

話
・
熟
語
、
台
湾
語
、
発
音
、
基
礎
単
語
の
辞
・
字
典
を
36
点
収
録
。

　

陽　

其
ニ
・
堀
越
修
一
郎
ほ
か　

編
（
明
治
10
年
～
明
治
31
年
刊
）

◆
穎え

い

才さ
い

新
誌　
全
20
巻
・
別
冊
１

　

別　

冊
＝
解
説
（
上
笙
一
郎
）・
総
目
次
・
索
引

　

推　

薦
＝
大
久
保
利
謙
・
上
笙
一
郎
・
唐
澤
富
太
郎
・
佐
藤
秀
夫
・
久
木
幸
男
・

堀
越
克
明
・
本
田
和
子

　

体　

裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
９
、７
３
２
頁

　

揃
定
価
＝
本
体
４
６
０
、０
０
０
円
＋
税

本
誌
は
、
自
由
民
権
運
動
の
た
だ
な
か
に
創
刊
さ
れ
た
全
国
的
規
模
の
投
稿
雑
誌

の
先
駆
で
あ
る
。
明
治
初
期
・
中
期
の
青
少
年
た
ち
の
文
章
・
絵
画
・
詩
歌
・
書

の
晴
舞
台
で
あ
っ
た
本
誌
は
、「
明
治
文
学
の
幼
稚
園
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
の

ち
に
多
く
の
作
家
・
政
治
家
・
学
者
を
輩
出
し
た
。

編
集
復
刻
版

明
治
漢
文
教
科
書
集
成
　
概
要

編
集
復
刻
版

明
治
漢
文
教
科
書
集
成
　
概
要

　
◆
第
Ⅰ
期　
初
学
漢
文
教
科
書
編

　
◆
第
Ⅱ
期　
中
等
漢
文
教
科
書
編

　
◆
第
Ⅲ
期　
多
様
な
漢
文
教
科
書
編


